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 本調査の目的 1. 

 

栄村は長野県の最北端に位置、東西 19.1km 南北 33.7km、周囲は 106.0km におよび、

271.51 平方キロメートルの広大な面積を有し、その 92.8％を山林原野が占めている。日

本海型の気候により全国でも有数の豪雪地として知られ、豊かな自然と温泉資源に恵まれ

ている。  

平成 23 年 3 月 12 日午前 3 時 59 分震度 6 強という大地震が栄村を襲い、住宅の被害は

全壊 33 棟、大規模半壊 21 棟、半壊 148 棟、一部損壊 486 棟に及んだ。栄村震災復興本

部会議を中心に村をあげ復旧・復興に全力で当たっている。平成 24 年 10 月 16 日に「栄

村震災復興計画」が策定され、11 月には震災復興村営住宅が竣工、これからは復興に軸足

を移していく段階となった。 

そうした中、村の魅力、資源でもある森林を活かし、森林エネルギーを村内で循環利用

することで、村に雇用を生み、定住者を増やし、活性化することができないか検討するこ

ととした。 

具体的には、村内で発生する間伐材・林地残材を活用した木質チップ燃料の製造施設を

新設、「北野天満温泉」に木質チップボイラーを導入しチップを供給する。余剰チップは県

内のバイオマス発電施設に売却するという計画である。 

本調査は「北野天満温泉」の既存設備及び熱需要を把握し、チップボイラーの規模と経

済性・環境性効果を評価し、最適な設備規模を導き出すものである。また、導入の前提と

なる木質バイオマス燃料の製造施設の設置および栄村循環型森林エネルギー利用計画策定

の方向性決定のための基礎調査も実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 北野天満温泉位置図 

 



 3 

 調査及びシミュレーションの手順 2. 

 

 調査方法 2-1

  調査項目を網羅した調査票を配布・回収により基本情報を入手する。次に現地視察に

より設備及び運転状況の確認、設計図書で配管関係、機器の仕様を確認する。ヒアリン

グにより不明点、不足事項などを確認する。 

 調査項目 2-2

（１）施設運営状況：①営業日  ②営業時間  ③ボイラ運転時間 

（2）既存ボイラ仕様：①能力・効率  ②燃料種類・価格 

（3）化石燃料消費量 

（4）源泉温度、井水温度、湯張り温度 

（5）入湯者数 

（6）湯交換の方法 

 

 熱需要の把握 2-3

熱需要は気温や入湯者数や湯交換の方法などで変動する。夏季と冬季を比べれば冬季

の方が気温が低い分熱需要が大きくなる。入湯者数が増えればその分利用するお湯の量

が増えるため熱需要が大きくなる。これは、季節や曜日（平日、休日、長期連休）でパ

ターン化することができるので、パターンごとに時間単位の熱需要変動を把握する。こ

の時、現在使用している化石燃料の熱量＝総熱需要となるようにすることが重要である。 

  また、ピーク需要を確認しバイオマスボイラー導入後にピーク需要が賄えることを検

証することが必要となる。 

 

 導入規模検討 2-4

基本的な考え方は、ベース需要はバイオマスボイラーで賄い、ピーク負荷を既存の化

石燃料ボイラーでバックアップするシステムとすることで、バイオマスボイラーの事業

費を圧縮し経済性を確保する。 

  検討項目は以下とした。 

 ①燃料種の決定 ： 木質チップとする 

 ②事業費算出 ： （株）森のエネルギー研究所データベース近似式による概算値 

 ③ランニングコスト算出 ： 燃料価格、発熱量の設定、維持管理費 

 ④代替率（ボイラー規模）決定 ： 代替率を変化させ経済性で判定 

 ⑤燃料価格感度分析 ： ④の条件で燃料価格の採算分岐点を検証 

 ⑥総合評価 

また、ランニングコストの算出に必要な前提として表 2-1 化石燃料の基礎数字、 表 

2-2 バイオマス燃料の基礎数字、表 2-3 ランニングコスト算出基礎数字を整理した。 
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表 2-1 化石燃料の基礎数字 

燃料 
低位発熱量 

MJ/L (kcal/L) 

CO2 排出係数 

kg/L 
備考 

灯油 34.9（8,329） 2.5  

表 2-2 バイオマス燃料の基礎数字 

燃料 
低位発熱量 

MJ/kg (kcal/kg) 

ボイラー効率 

% 

価格 

円/kg 
備考 

チップ 10.2（2,427） 80 10.0 含水率 40％ 

表 2-3 ランニングコスト算出基礎数字 

項目 内容 項目 内容 

補助率 50％ 維持管理費 事業費の 2.5％ 

減価償却 13 年 固定資産税 1.4％ 

    注）維持管理費にはバイオマスボイラー導入で増加する電気代を含むものとする 

 

 事業費（設備費）概算値算出 2-5

事業費は弊社把握の導入事例をもとに、ボイラーの能力（規模）に対応した設備費の近

似式を算定、これに基づき概算値を算出するものとした。 

なお、具体的な事業予算額の積算を行う際は、当該施設の建設条件等により大幅に変動

する場合があることを注意する必要がある。 

事業費（設備費）には以下を含むものとする。 

   ・ボイラー本体     ・機械室建屋 

   ・熱源付帯機器     ・サイロ 

   ・配管         ・据付・建設工事 
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 シミュレーション及び導入規模の検討 3. 

 

 施設概要 3-1

表 3-1 に北野天満温泉の概要を示した。 

表 3-1 北野天満温泉概要 

項目 内容 

住所 長野県下水内郡栄村大字堺 14655  

延床面積 1,490m2   

構造 木造及び RC 構造  

使用用途 温泉施設・宿泊施設  

営業日数 354 日  

営業時間 夏季 10:30～20:00 冬季 10:30～19:00 

その他 豪雪地帯  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 系統図 3-2

 系統図を図 3-1 に示した。 

 灯油焚きボイラー1 基で３回路持っており、給湯、昇温、暖房に使用している。昇温熱

交換は男女の内湯で各 1 台、男女露天風呂で 1 台の熱交換器で行っている。灯油ボイラー

内に 4ｔと大容量の缶水を保持しているタイプであり、貯湯槽と同等の能力を持っている。

暖房はファンコイルにボイラーより温水を供給する方式。客室は独立した灯油炊きの FF

ファンヒータ利用している。 
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図 3-1 系統図 
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 既存ボイラーの仕様 3-3

 既存ボイラは灯油を燃料とした 756kW の温水ボイラーが 1 基である。 

表 3-2 既存ボイラー仕様 

項目 内容 備考 

型式 ｼﾝｸﾛﾋｰﾀｰ SBST-6502K  

製造年 1997 年 

メーカー ネポン株式会社 

総出力 756kW×1 基 

ボイラー効率 90％ 

使用用途 加温・給湯・暖房 

使用燃料 灯油 

特徴 蓄熱タイプ（缶水 4ｔ） 

 

 施設の運営状況 3-4

 営業時間、ボイラーの稼働時間及び湯交換の状況を図 3-2 に示した。夏季と冬季では日

帰り温泉の営業時間が異なっているが、診断結果には大きな影響がないと判断しシミュレ

ーションは同じとして取り扱った。ボイラーは朝 4 時に ON しており、宿泊の朝ぶろ利用

のため 8 時までは循環加温をし 8 時以降に湯抜き、清掃、湯張りを行っている。湯交換は

毎日実施している。 

 

図 3-2 天満温泉 運営状況 

 年間入湯者数は年間で約 35,000 人平成 23 年度は震災の影響で 2 ヶ月が休館した。月別

の入湯者数は図 3-3（折れ線グラフ）の通りで、長期連休のある 5 月と 8 月にピークがあ

る。また、棒グラフは熱需要パターン（平日、土曜日、日祭日、長期連休では一日の入湯

者数が異なる）をもとに推計した入湯者数であり、熱需要の計算にはこの数字を使用した。 
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循環

湯交換

温泉補給
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10

10

湯張り
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図 3-3 入湯者数推移 

  既存ボイラーの燃料である灯油の使用量推移は図 3-4 に示す通りで、相対的に冬季の

使用量が多くなっていることがわかる。 

  

 

図 3-4 灯油使用量推移 
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時刻別の入湯者数推移（割合）を図 3-5 に示す。休日は 14～15 時に小さいピークがある、

これは観光目的に来館されたお客様と推定される。平日、休日ともに 17～18 時台が大きな

ピークとなっているが、地元の方が風呂代わりに利用するケースが多く、さらに宿泊者の

利用があるためと推測される。 

 

図 3-5 時刻別入湯者数割合推移 

 

 

 熱需要把握とボイラー規模の決定 3-5

 温度管理と浴槽容量 3-5-1

 熱需要算出の基礎となる数字に源泉温度、上水温度、湯張り温度、湯交換時の湯張りに

かかる時間、浴槽容量、かけ流しの量があり、表 3-3 に整理した。夏季と冬季では気温の

影響で必要な熱量が変わってくるため、便宜的に夏季を 5～10 月、冬季を 11～4 月と定義

して、夏季及び冬季で区分して計算することとした。 

表 3-3 温度管理と浴槽容量 

 夏季 5～10 月 冬季 11～4 月 浴槽容量 かけ流し 

源泉温度 42℃ 40℃ 男内湯 8.35m3 

女内湯 8.34m3 

男露天 1.56m3 

女露天 1.56m3 

若干オーバーフロー

させる程度 

（計算考慮しない） 

上水温度 14.5℃ 14.5℃ 

湯張温度 42℃ 42℃ 

湯張時間 2 時間 2 時間 

 

 熱需要の把握 3-5-2

 上記の条件をもとに夏季と冬季にわけ、パターンごとに熱需要を算出する。図 3-6 は冬

季平日の計算例で一日の熱需要の合計が 8,093MJ となる、冬季の平日日数は 115 日で、こ

れを乗じ冬季平日の総熱需要を求める。同様に夏季及び各条件で算出し合計する。これと

灯油の使用量と既存ボイラー効率より算出した総熱量が合致させる必要がある。循環加温

はベース負荷（冬季は暖房もベース負荷とした）であり、ボイラー稼働時は一定の負荷と
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みることができる。従い、熱ロスも含めたベース負荷の総量と定義し、この負荷熱量を調

整することで灯油の総熱量と合致させた。 

 

図 3-6 詳細時刻別の熱需要（冬季平日の例） 

 

 熱需要推移を図 3-7 に示した。各曲線がそれぞれの条件に対応、夏季平日、夏季土曜、

夏季休日、夏季連休、夏季ピーク、冬季平日、冬季土曜、冬季休日、冬季連休、冬季ピー

クを表している。夏季および冬季のピークは来客者数の日ごとデータより最多な日（平成

23 年度 夏季 8/15、冬季 12/30）の需要が賄えるかの判断をするため算出した（総需要の

計算では使用せず、あくまでもピークの確認用）。 

 

図 3-7 熱需要推移 

 

冬季平日 容量 昇温前 昇温後 時間
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5-10月 11-4月 合計

ＭＪ ＭＪ ＭＪ

日数 熱需要

平日 518,310 930,742 1,449,051

0
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時刻

熱需要

夏季平日 夏季日曜

夏季土曜 夏季連休

夏季ピーク 冬季平日

冬季日曜 冬季土曜

冬季連休 冬季ピーク

バイオマスボイラー導入規模
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 チップボイラー導入規模の決定 3-5-3

（1）チップボイラーの検討 

 最適なボイラー規模を決めるために、既存のボイラー能力に対する割合を 5％から 50％

まで 5％間隔で規模を振り、事業費、ランニングコストを算出し 

 

①チップ価格固定 10 円/kg の場合の年間収支（灯油価格 87 円/L） 

②バイオマス調達費採算分岐価格（チップ購入価格） 

の 2種類の試算を行った。評価は②の採算分岐価格が最も高いケースを最適な規模とした。 

表 3-4 チップボイラー導入規模検討（資本費算入） 

 

 

表 3-4 は資本費（減価償却費、固定資産税）を算入した場合の導入規模を検討した結果

で、既存ボイラーに対する割合 20％、151kW が最適規模という結果となった。図 3-7 の

赤点線がチップボイラーの能力を表しており、このライン以上を既存ボイラーでバックア

ップする。総出力は 544MJ/h（151kW）+2,722MJ/h（756kW)＝3,266MJ/h（907kW）と

なり、ピーク需要の夏季連休 17 時台の 1,044MJ であり、これを十分に賄うことができる。 

北野天満温泉は公共施設であるため資産は村所有となり、資本費は施設の運営経費に算

入されない。しかし、設備規模は事業費も含め総合的に判断すべきであり、上記の結果を

最適規模とする（民間導入時の参考ケースにもなる）。年間収支は資本費（減価償却費、固

定資産税）は算入しない方法で評価するものとする。 

 

 

 

 

 

項目

5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%
36% 66% 86% 94% 98% 99% 100% 100% 100% 100%

MJ/h 136 272 408 544 680 816 953 1,089 1,225 1,361
kcal/h 33,000 65,000 98,000 130,000 163,000 195,000 228,000 260,000 293,000 325,000

kW 38 76 113 151 189 227 265 302 340 378
MJ/年 835,168 1,529,368 1,976,310 2,175,256 2,256,197 2,286,939 2,307,145 2,307,145 2,307,145 2,307,145

Mcal/年 199,512 365,349 472,118 519,644 538,980 546,324 551,151 551,151 551,151 551,151
kWh/年 231,991 424,825 548,975 604,238 626,722 635,261 640,874 640,874 640,874 640,874

千円 37,174 40,681 44,187 47,694 51,200 54,707 58,213 61,720 65,226 68,732
千円 18,587 20,340 22,094 23,847 25,600 27,353 29,107 30,860 32,613 34,366
t/年 98 179 232 255 265 268 271 271 271 271
Ｌ 47,129 24,903 10,593 4,223 1,631 647 0 0 0 0

≪費用≫

千円/年 1,430 1,565 1,700 1,834 1,969 2,104 2,239 2,374 2,509 2,644
千円/年 280 307 333 360 386 412 439 465 492 518

ランニングコスト 千円/年 979 1,793 2,317 2,550 2,645 2,681 2,705 2,705 2,705 2,705
千円/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
千円/年 929 1,017 1,105 1,192 1,280 1,368 1,455 1,543 1,631 1,718

費用合計① 千円/年 3,618 4,682 5,455 5,936 6,280 6,566 6,838 7,087 7,337 7,585

≪削減額≫

L/年 26,740 48,967 63,277 69,647 72,238 73,223 73,870 73,870 73,870 73,870
千円/年 2,326 4,260 5,505 6,059 6,285 6,370 6,427 6,427 6,427 6,427
千円/年 2,326 4,260 5,505 6,059 6,285 6,370 6,427 6,427 6,427 6,427

≪まとめ≫ チップ価格 10 ￥/kg の場合 ペレット価格

千円/年 -1,292 -422 50 123 4 -195 -411 -661 -910 -1,159

t-CO2 67 122 158 174 180 182 184 184 184 184
ha 4.4 8.1 10.5 11.6 12.0 12.2 12.3 12.3 12.3 12.3

円/kg -3.2 7.6 10.2 10.5 10.0 9.3 8.5 7.6 6.6 5.7

固定資産税(平均)
バイオマス調達費

人件費
維持管理費

割合　対既存ボイラ
化石燃料代替率

出力

化石燃料削減費

チップ

バイオマスボイラーによる
エネルギー供給量

事業費

バイオマス燃料消費量

ランニングコスト
化石燃料削減量

導入規模

補助前
補助後

バイオマス調達費採算分岐点

化石燃料使用量

年間収支
CO2排出削減量

森林整備面積

削減額合計：②

資本費
減価償却費
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表 3-5 チップボイラー導入規模検討（資本費除外） 

 

表 3-5 は資本費を含まない場合の検討結果であり、最適規模 151kW における年間収支は

2,358 千円の黒字となる。 

 最適規模と事業効果 3-6

以上の検討結果より、表 3-6 に最適ボイラー規模と採算分岐燃料価格、事業効果として

年間収支と CO2排出削減、森林整備効果をまとめた。 

表 3-6 最適規模と事業効果 

項目 内容 備考 

規

模 

出力 151kW 化石燃料代替率 94％ 

既存設備比 20％ 既存ボイラー756kW に対する出力規模の割合 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 756kW 既存ボイラー756kW１基をバックアップボイラーとする 

合計出力 907kW 151kW+756kW 

事業費 47,694 千円 事業費は既存導入実績値ベースの近似式による概算値 

燃 

料 

採算分岐 
10.5 円/kg 本試算条件において、これ以下であれば採算が合うチップ価格 

上段は資本費含み(補助後 50％)、下段は資本費含まず 19.1 円/kg 

消費量 255t/年 含水率 40％-wb（湿量基準） 

事

業

効

果 

収支 
123 千円/年 ﾁｯﾌ 10 円/kg、A 重油 90 円/Ｌ、 

上段は資本費含み(補助後 50％)、下段は資本費含まず 2,358 千円/年 

灯油削減量 69,647L/年 現在の使用量 73,870L/年 

CO2削減 174t-CO2 A 重油の削減量に伴う削減量 

原木換算 405m3 ﾁｯﾌﾟ消費量÷利用率（90％）÷0.7t/ m3（針葉樹） 

森林整備 11.6ha 原木換算材積÷CD 材発生率 40％÷間伐率 25％÷350 m3/ha 

項目

割合　対既存ボイラ 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%
36% 66% 86% 94% 98% 99% 100% 100% 100% 100%

MJ/h 136 272 408 544 680 816 953 1,089 1,225 1,361
kcal/h 33,000 65,000 98,000 130,000 163,000 195,000 228,000 260,000 293,000 325,000

kW 38 76 113 151 189 227 265 302 340 378
MJ/年 835,168 1,529,368 1,976,310 2,175,256 2,256,197 2,286,939 2,307,145 2,307,145 2,307,145 2,307,145

Mcal/年 199,512 365,349 472,118 519,644 538,980 546,324 551,151 551,151 551,151 551,151
kWh/年 231,991 424,825 548,975 604,238 626,722 635,261 640,874 640,874 640,874 640,874

千円 37,174 40,681 44,187 47,694 51,200 54,707 58,213 61,720 65,226 68,732
千円 18,587 20,340 22,094 23,847 25,600 27,353 29,107 30,860 32,613 34,366
t/年 98 179 232 255 265 268 271 271 271 271
Ｌ 47,129 24,903 10,593 4,223 1,631 647 0 0 0 0

≪費用≫

千円/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
千円/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ランニングコスト 千円/年 979 1,793 2,317 2,550 2,645 2,681 2,705 2,705 2,705 2,705
千円/年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
千円/年 929 1,017 1,105 1,192 1,280 1,368 1,455 1,543 1,631 1,718

費用合計① 千円/年 1,908 2,810 3,422 3,742 3,925 4,049 4,160 4,248 4,336 4,423

≪削減額≫

L/年 26,740 48,967 63,277 69,647 72,238 73,223 73,870 73,870 73,870 73,870
千円/年 2,326 4,260 5,505 6,059 6,285 6,370 6,427 6,427 6,427 6,427
千円/年 2,326 4,260 5,505 6,059 6,285 6,370 6,427 6,427 6,427 6,427

≪まとめ≫ チップ価格 10 ￥/kg の場合 ペレット価格

千円/年 418 1,450 2,083 2,317 2,359 2,321 2,267 2,179 2,091 2,004

t-CO2 67 122 158 174 180 182 184 184 184 184
ha 4.4 8.1 10.5 11.6 12.0 12.2 12.3 12.3 12.3 12.3

円/kg 14.3 18.1 19.0 19.1 18.9 18.7 18.4 18.1 17.7 17.4

出力

年間収支
CO2排出削減量

森林整備面積

バイオマス調達費
人件費

維持管理費

バイオマス調達費採算分岐点

バイオマスボイラーによる
エネルギー供給量

事業費
補助前
補助後

バイオマス燃料消費量

化石燃料使用量

資本費
減価償却費

固定資産税(平均)

導入規模

チップ

化石燃料代替率

ランニングコスト
化石燃料削減量
化石燃料削減費

削減額合計：②
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 燃料価格に関する感度分析 3-7

横軸に重油価格、縦軸に年間収支をとりチップ価格をパラメーターとしてグラフ化した

ものが図 3-8 と図 3-9 である。本グラフで灯油価格の変動、チップ価格変動による経済性

感度を判断することができる。資本費を含まない場合チップ価格 10 円/kg であれば灯油価

格 60 円/L 以上であれば黒字化することがわかる。 

 

図 3-8 燃料価格感度（資本費含み） 

 

図 3-9 燃料価格感度（資本費含まず） 
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 留意事項 4. 

 

・本報告はあくまでも方向性を示すもので、実際の導入時にはプラスやマイナスに変動す

る部分が出てくるので留意が必要がある。 

・基本設計において施設の運用・実態にあった機種選定、システム選定をすることが、 

導入後のトラブル防止、経済性を確保するうえで重要になる。 

 

 

 

 

 栄村循環型森林エネルギー利用計画 5. 

 

 栄村は 93％が森林で民有林約 12,000ha 国有林約 15,000ha となっている。栄村森林組合

は 10 年前に一旦素材生産を休止したが昨年より再開した。村内には製材所を有している。 

平成 24年度には長野県の林業事業体経営基盤強化並びに雇用管理の改善計画認定事業体に

認定され、5 ヶ年の素材生産および雇用計画が立案されている。高性能林業機械の追加導入

も計画されており意欲的に取り組んでいる。 

 栄村は豪雪地帯であり雪による根曲り木が多量に発生する。従来は切捨て間伐や林地残

材として未利用であった。これをチップ化し村内の温泉施設で化石燃料の代替燃料として

利用することにより、資源循環を図ることができる。また、県内では木質バイオマス発電

所の建設が検討されており、燃料としてのチップの需要が大きくなるものと推測される。

したがい、村内利用以上のチップ量を生産し、発電用に売却することで、経済性、雇用確

保、森林保全を両立させることができるものと考える。 

 自伐林家も多く、集材基地を設けて個人搬入するシステムを導入し、チップの原料とし

て活用するのみならず、薪を生産することで村内ストーブユーザーの薪需要にこたえるこ

とが可能となり、より活性化が図れるものと考える。 
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 栄村森林組合の施業計画 5-1

 栄村の森林組合の現時点の施業計画を示した。現計画に対して順次施業地を増やすこと

で、搬出材積も増量していく計画である。未利用分の材積がチップ向けの利用可能量とな

る。 

 

（1）施業計画面積（単位：ha） 

 

団地名 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 未定 総計 

才ノ神           53 53 

小赤沢           307 307 

仙 当 17 11 9 15 13 187 252 

大久保 10 7 13 31   91 152 

霧 山 12 13 10 14   235 284 

その他           10,389 10,389 

総 計 39 31 32 60 13 11,262 11,437 

＊順次団地を増やし施業を行う予定。 

 

（2）施業年次別材積表（単位：ｍ3） 

 

団地名 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 未定 総計 

才ノ神           17,408 17408 

小赤沢           52,646 52646 

仙 当 8,665 4,566 3,813 7,510 5,247 44,756 74557 

大久保 4,094 3,201 4,936 9,344   26,469 48044 

霧 山 5,037 5,049 3,553 5,243   50,001 68883 

その他           1,558,899 1,558,899 

総 計 17,796 12,816 12,302 22,097 5,247 1,750,179 1,820,437 

利用材積 5,338 3,844 3,690 6,628 1,573 582,053 603,126 

内製材用 2,135 1,538 1,476 2,651 629 232,821 241,250 

内未利用 3,203 2,306 2,214 3,977 944 349,232 361,876 
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 導入チッパーの要件とチップヤードに関する検討事項 5-2

（1）チッパーの導入で考慮すべき事項 

①チップはバイオマス発電燃料の要求事項に沿うこと 

②温浴施設に導入する小型ボイラー燃料としての適性を有すること 

③今後の施業計画、利用可能量の増量も視野に入れた生産能力を有すること 

④搬出材及び利用環境に合った性能を有すること 

（2）具体的な仕様要件 

  ①チップ形態：切削 

  ②燃料及び駆動：軽油を燃料とするディーゼルエンジン 

  ③生産能力：50ｍ3/時間（チップ容積） 

  ④その他 

    ・牽引式 

    ・トラックへ直接積載可能なブロアシュート方式 

    ・替え刃の研磨が可能 

（3）チップヤードに関する検討事項 

  ・操業パターンと運搬方法、頻度を検証の上チップヤード容量を決める必要がある 

  ・雪対策を検討する 

  ・チップサイロへの送気乾燥等の工夫が有効であり必要に応じて検討する 

  

 栄村循環型森林エネルギー利用計画の全体像 5-3

  次ページのイラストを参照  
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搬出間伐 

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年

●宮田村全体での使用エネルギー
　原油換算　４０，９３８ｋＬ
　ドラム缶にすると

約20万本分!!

  二酸化炭素排出量 CO2

約91,282t-ＣＯ２/年
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化石燃料を地域資源で代替 

 

 

環境・経済が地域内で循環 

★豊富な資村内資源の活用 

栄村の 93％は森林 

民有林 11,437ha 

国有林 13,711ha 

 

 

★村の人材活用 

 

 

雇用の創出① 

 

 

雇用の創出② 

 

 

栄村における循環型森林エネルギーの利用計画 

－豊かな森林資源・未利用材のエネルギー利用による地域振興と活性化・雇用の創出－ 

 

村民が自ら搬入 
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木の駅プロジェクト 

(a)「木の駅プロジェクト」木の駅プロジェクトのイメージ 

地域における木材の流通、加工拠点の整備を行う手法として、現在、「木の駅プロジ

ェクト」という名称で、各地での取り組みが進んでいます。 

「木の駅プロジェクト」とは、未利用の木質資源を「木の駅」（木材集積基地）に出

荷することによって、森林整備や地域振興、地球温暖化防止に役立てながら副収入を得

ることができる、林業再生に向けた自分で作業を行う森林所有者を育成することを目的

として行われている取り組みです。 

この方式は、「NPO 法人 土佐の森救援隊」が高知県仁淀川町において、NEDO（独

立行政法人新エネルギー産業技術総合開発機構）の「地域システム化実験事業」の一環

として行われ、成功を収めた小規模の林地残材収集システムの一部を、木材の利用先と

なる大規模プラントがなくても導入できる形で実施する社会実験として、現在、全国 5

ヶ所で行われており、更に各地に広がっています。 

 

図表 1 「木の駅プロジェクト」イメージ 

  



  

(b)恵那市、智頭町の事例 

 

項目 恵那市 智頭町 備考 

開始年度 H22 年度 H22 年度 
※H22 年度は実験事業。H23

年度から通年実施。 

出荷者人数 
出荷登録者：28 戸 

（2010.05 時点） 
出荷登録者：29 名 

※出荷登録者は、軽トラ単位

で登録（複数者が 1 台の軽ト

ラで輸送する場合は、1 名と

カウント）。 

年間供給量 2010 年 5 月：56t 10/16～11/14：150t  

材の利用用途 

チップ材 

（金山チップセンター

が全量買い取り） 

チップ材  

買い取り価

格・原資 

販売価格：3,000 円/ m3 

NPO 負担：3,000 円/ m3 

販売価格：3,000 円/m3 

智頭町からの補助金： 

2,000 円/m3 

賀露おやじの会（NPO）

からの協力金： 

1,000 円/ m3 

※恵那では今後、地域内バイ

オマス利用や寄付、公的負

担、CO2 クレジットなどで賄

い、持続的に循環できる方向

を目指す 

通貨名 モリ券 杉小判  

通貨単位 
1 枚で 1,000 円以下の商品と交換。 

差額は、森林保全活動への寄付となる。 
※期限を過ぎると使えない。 

地域通貨利用

可能店舗数 
－ 26 店舗 ※登録店舗のみで利用可能。 

事務局体制 夕立山森林塾 

木の宿場実行委員会 

（第三セクター「サング

リーン」） 

 

図表 2「木の駅」の取り組み内容 

   

【資料：「木の駅プロジェクトポータルサイト」HP】 

図表 3 「木の駅」に集まった軽トラ及び原木（鳥取県：智頭） 

 

次ページに恵那市の木の駅リーフレットを掲載。 

 



  

 



  

 



  

 

見せる化事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【名称】 秋川渓谷「瀬音の湯」 

【所在地】 東京都あきる野市乙津 565 

【事業主体】 
あきる野市（施設整備） 

新四季創造株式会社（第三セクター、市が 55％出資） 

【施設概要】 

延床面積 2,901.45m2  

【施設稼働日】 2007 年 4 月 15 日 

【施設営業日数】 361 日/年（休館日は 4 回/年） 

【施設営業時間】 10：00 ～ 22：00 ※利用客数 約 25 万人/年 

【事業費】 
総事業費 約 1,020,000 千円(施設建設費)：財源の約 9 割が地域総合整備事業債 

設備事業費 約 200,000 千円 

【設備】  

設備機器 

・バイオマスボイラ 2.2t/h 

（定格燃料消費量 820kg/h、タカハシキカン社製） 

・灯油ボイラー（補助用）2t/h（ミウラ製）×3 基 

・スターリングエンジン 35kW（Starling Denmark 社製） 

蒸気利用途 温泉加温、水道水加温、床暖房 

年間稼働日数 361 日（休館日は 4 回/年） 

稼働時間 8：00 ～ 21：00（30 分～1 時間） 

【燃料】 

使用燃料 

端材、バーク、おが粉、カンナくず 

※割合は、端材 6 割、バーク 2 割、その他 2 割程度 

※コンテナ（１台 2.2m3。縦 144cm×横 144cm×高さ 105cm）で投入。 

 部位ごとに仕分けしている。 

燃料消費量 6～8 コンテナ/日（1,758ｔ/年，H19 年度実績） 

燃料投入 人力による。作業員は 3 名。（ボイラー技士免許保持者あり） 

供給元 
あきる野市、日の出町地域内 15 か所の製材所（秋川木材協同組合が巡

回・収集。1,425 万円/年で契約） 

【燃料運送】 
輸送車両 4ｔトラック（3～5 箱程度積載） 

搬送頻度 1～2 回/日 

【灰処理方法】 

地域の農家や温泉利用客に無料で提供。肥料等に使用。 

灰のかき出し頻度： 5 週間に 1 回程度 

灰の発生量：約 2kg/日 

【メンテナンス】 
施設の清掃なども含め、日常メンテナンスを業者に委託している（1 回／

2 カ月）。ボイラーメーカーには故障時のみ修理に来てもらっている。 



  

・物販所内部からは壁面のガラス越しにバイオマスボイラーを見ることができる。 

・専用のバイオマス輸送車両に「循環型社会を向けて」と記されている。 

・施設のホームページでバイオマスボイラーの取り組みを詳細に掲示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 


